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船越小学校児童を対象とした

バリアフリー教室を開催します
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中国運輸局 交通環境部

消費者行政・情報課長 福島 弘（ふくしま ひろし）

電話：０８２－２２８－３４９５

国土交通省では、急速に進む高齢社会への対応や、障害の有無にかかわらず日常

生活や社会生活ができる社会を目指し、各種バリアフリー施策を実施しておりま

す。

今回、中国地方整備局と中国運輸局合同で、船越小学校４年生を対象としたバリ

アフリー教室を開催いたします。バリアフリー教室では、盲導犬ユーザー（盲導犬

同伴）の方による講演や、盲導犬ユーザーや車イスユーザーの方からの指導を踏ま

え、視覚障害者擬似体験、車イス操作体験を実施します。また、合わせて災害対策

用機械の展示・体験も行います。

日時：平成２３年１０月２７日（木）９：３０～１２：００

場所：中国技術事務所

スケジュール（詳細は別紙を参照下さい）

・ 講演（盲導犬ユーザーによる講演）

・ バリアフリー体験（盲導犬ユーザー、車イスユーザーからの指導等）

・ 災害対策用機械の展示・体験

※ 雨天の場合には延期とさせていただく場合がございます。

※ 取材、カメラ取りは可能です。

※ 駐車は可能ですが、取材にこられる場合には事前にご連絡下さい。



スケジュール

９：３０～１０：０５ 講演

講演者：盲導犬の理解をすすめる「キキ」の会 今井敏代

内容：「盲導犬の役割って？」

場所：中国技術事務所３階講堂

１０：１５～１１：１５ バリアフリー体験

協力：盲導犬の理解をすすめる「キキ」の会 今井敏代

ＮＰＯ法人きっかけづくりの会 奥田信春、田村克志

内容：「車イス操作体験」と「視覚障害者擬似体験」を実施

場所：中国技術事務所構内のバリアフリー体験施設にて

１１：２５～１２：００ 災害対策用機械の展示

内容：災害対策本部車、待機支援車、

道路パトロールカー、排水ポンプ車

場所：中国技術事務所構内

対象者

広島市立 船越小学校 ４年生 ９９名（３クラス）

主催等

主催：国土交通省中国地方整備局、中国運輸局

共催：社会福祉法人広島市安芸区社会福祉協議会

協力：ＮＰＯ法人きっかけづくりの会

盲導犬の理解をすすめる「キキ」の会

平成２２年度 船越小学校「バリアフリー教室」実施状況

視覚障害者擬似体験 車イス操作体験



バリアフリー体験施設（中国技術事務所構内）

日頃通っている歩道が、車イス利用者や視覚障害者、また高齢者にとってど

のような問題があるのか、通行する上で不便な箇所を再現した歩道と望ましい

歩道とを車イスやアイマスク、高齢者擬似体験教材などを使って実際に体験し

てもらい、バリアフリーに対して理解を深めてもらう施設です。

【車イス体験コース】

車イスで段差やスロープ、歩道の傾斜等が体験できる施設です。

・ 歩車道段差体験コーナー

・ スロープ（傾斜路）体験コーナー

・ 車の出入り口部での歩道体験コーナー

・ 歩車道段差確認コーナー

【高齢者疑似体験コース】

高齢者疑似体験セットを装着して、日常生活動作を擬似的に体験すること

により、加齢による身体的な変化（筋力、視力、聴力などの低下）を学ぶ

ことができます。

・階段体験コーナー

【視覚障害者（歩道）体験コース】

視覚障害者体験として、視覚障害者疑似体験セットを使用し、歩道の歩き

やすさ、誘導ブロックの見やすさ（輝度比）、舗装材料の違いが体験出来

る施設です。

・ 視聴覚障害者誘導ブロック体験コーナー

・ 望ましい歩道体験コーナー



災害対策用機械

災害が発生する恐れがある場合、災害が発生した場合に現地にて活動する機械の紹介

を行います。

対策本部車 排水ポンプ車

待機支援車

※災害対策用機械の詳細については下記ＵＲＬを参照下さい。

中国技術事務所 HP 災害対策機械一覧

http://www.cgr.mlit.go.jp/ctc/bousai/kiki.htm

開催場所

広島市安芸区船越南 2 丁目 8 番 1 号


